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成果の概要／佐々木貴教 

 

研究内容 

 

 本研究では、自ら構築したN体計算コードを用いて大規模かつ長期間の数値計算を行

い、巨大天体衝突によって生じた周惑星デブリ円盤からどのような衛星が形成されるか

についての検証を行った。また、氷衛星の内部海の進化を解くための数値流体計算コー

ドの開発も行った。 

 

 

研究成果 

 

 月円盤進化を考慮した月形成過程について、ラブルパイルN体計算を行った。長期間

かつ大規模な数値計算を行うことにより、新たな月形成プロセスについて検証し、その

可能性および問題点を明らかにした。この成果については Sasaki & Hosono (submitted) 

などにより報告予定である。 

 また天王星衛星系については、巨大天体衝突後に形成された周惑星円盤の進化に関す

る前年度の研究成果を考慮した N 体計算を行なうことで、最終的な衛星系形成過程を

定量的に評価した。その結果、実際に天王星衛星系が再現できることがわかった一方で、

現在の衛星系の外側に余分な衛星が複数形成されてしまうなどの問題点が明らかになっ

た。この成果については Kihara, Sasaki & Ida (submitted) などにより報告予定である。 

 さらに氷衛星の内部海を解くための数値流体計算コードの開発、問題点の指摘、問題

点の解決法の提示を行い、新しい研究課題につながる成果を得ることができた。当初の

研究計画の枠を超えた新たな研究課題についても積極的に取り組むことで、一般的な衛

星系形成過程に対してより総合的な視点を得ることができた。この成果については

Murashima, Hosono, Saitoh & Sasaki (submitted) などにより報告予定である。 

 

今後の見通し 

 

 まずは構築したN体計算コードを拡張して、原始月円盤内での様々な物理過程を考慮

したN体計算コードを完成させる。拡張した計算コードを用いることで、相変化を伴う

円盤進化が最終的な月形成過程にどのような影響を与えるかについて検証を行う。また

同様の計算を大量のパラメータのもとで繰り返し、月岩石の同位体比測定結果等と比較



することで、各種パラメータに制約を与え、原始月円盤内での同位体分別過程を明らか

にすることを目指す。 

 一方で、構築した数値流体計算コードも、より一般的な天体の内部構造を解くことが

できるものに拡張する。太陽系内の各種氷衛星の内部海の熱進化を計算することで、衛

星のハビタビリティに関する議論を行うことを目指す。 


